
令■12年 3月 1●
=厚生労働大臣 Fr

機関打 北海道大学

破 名 絡泉船預代理

氏 名 生 原 エ

究におけち 倫理審査状況及研 J益1胡事軍雰軍軍だ1思よの珊員の令和元年度厚生労rl科 学,慨資の何H育,F

ては以下のとおりで,L                      ―

1 研究事業名  が封 蒔IttL結合研究事業

所属,F究機関長

2 研究課題布  思ネ鋤 十年成人 (AYAと世代どん■者の包格的ケアtr供体‖Jの構築に関する研究

3 ,「究有名  (所属部局 船名) 北rn道大十病院 討師

(氏4 フリガナ) 井日 品裕 イグチ アキヒH

4 倫理審査の状況

桜 当社りす■

石  打

左■て献当おIthな 場合のみ配Aは い

帝
=済

み   害をしオJ技四
末審

=(x

"
ヒト″′ム 世[子離胸 「究に因ヤち倫理打コ □ ロ ロ □

出氏子市僚牛厳床研4.に間する指針 □ ■ ロ □

人を対4とするに■ス0'発に出すと綸4指針 体

0
□ ■ □ □

,■ 輸ヽ台のPF14す る卓線 四におけるD物真岐
与の実施に四iち工■指nt

□ 日 □ □

■の他 は当する術理Ⅲ

''力

あ`れば記入すること

(h11り fj称 1              ) □ 日 □ □

(Xl)当 lkT坑ヤ
"｀

当師 究を実施するに当に,さすすX=布迎構 付こ因する市理を員会の研堂江市んで,るコ■ 工 「寄五H,J ;チ‐ッ
クし―罰埼 しく■査部の子工よ党7していrF卜爆合 i「オ奮

=, 
こチェック■ること

その他 (竹記事項)

(米′)末活吉に

"令
ま その理由を

“

取すること

(米 j)質■,1● 「☆■研究すと四する僑型指

“

Jヽ「庫fr究に回する怖型宿打1に打

“

するち合 工 当藤イロに■人すること

研4F型歓有のt‐ 確状汎 受話 日  本受情 □

利益相反の管理

当加勢苺間にお する●OIり符迎 と関する規定の策定 4H 日 無 口 (無のなどiそつm: )

当研 射 ☆「.lにヽりる●OI宮 員会設置のイ奈 石 日 無 口 (無の理す ェ変ェ々世LI i )

当研究1と派らCOIについてのW" 年査の■無 有 ロ 無 口 (4Fのを合 工ての劉 : )

当研究に4fる 001についてのお導 管理の有楽 有 □ 虹
)■ (有り努4は

=0い
若 |

(口せ車■) 感!,40に ,‐ ックをAれること

分ね研究言り那 する紙凹め
=1),い

ここと



令和 2年 4月  22日
厚生労価大E

車 殿
(車

機関/11 理媛県立中央病

所属研究機関長 職 名 院長

氏 名 誉

よの職員のヽ和元年度厚生鈎勘科学研究費の調査研究における 倫理審査状況及び利爺相反

ては以下のとおりでえ

■ 研究事業る がん対策推進絡合研究事業

2

3

研究課題名 思奉期 tnL年成人 (AYA)世代がん患者の包括的ケア獲供体制の樅鍵に関する研究 〔いo

がん対策―一般 00D

研究者名  (所風部局 恥孫) 小児医療セツター センター長

(氏名 フリガナ) 石日 也寸志  (イ シダ ヤスシ)

4 倫理審査の状況

腋当性の有策

有  無

左記(隊日本ある壊合のみ紀八 体D

審査済み   審査した換側 末審査 ,ヽ

しトタフム 遭Fx子解lFW究に開する盗型指針 □   日 □ ロ

麿F‐子消療尊期床研究にnlす る打針 □ 日 □ □

人を守続とする医学系研究にl■lす る倫理侑軒 はo ロ   コ □ □

厚生労輌省のPT管する実施機関における助傷東醸
寄の実施に田する基本指針

□   = □ □

その他 按当する倫理ね針があれ
=記

入すること

(捕付り■布 ,               ) 口   ■ □ □

(xⅢ 当rfT究者
"ヽ

当競研究を実紅するに当たりとすす(吉 俗難 Hに阿する命江接A合の行とが村ルでいる場合は 「晴
=撹

Ijに,=ノ
クし一m有しくは4nrめ密五ぅ【売ャしていない■さ ま 十六岳査Jにすェックすること

その他 (特記事項)

(X2)末活却 こ爆合は そめ型由を■,すること
(XOは■前の「疑■研究に田するにコ泊研″,「廊床研庄 口する●碧指41Jにお江する努合は 当藤五日■把大すること

5 厚生労価分野の研究活動における不工行為への対応について

研究綸理取育の貿科状帆 受離 日  茉資確 □

0 利益神反の管理

当研究紙閉にお|す る001の管理に関する規定の策定 有 日 無 口 (盗の写合はその型西 i )

当研究機因における00【 委員会紋世の有終 有 日 無 □ (点の力合は擁

“

オ松四十 )

当研究にl‐ る001についての報告 Tr=の有凝 有 日 無 □ (蕉の力合はそリョH, )

当研究に係る001についての指峠 督迎の有終 有 □ 無 )コ (■の場合は■0内411

(口活

“

す)  は当する□に,■ ンクをえれること

,■研究なり所四十る強四o=ヽ lFAすること



厚生光触大H
却 郵 宅 坤 韓 舟 鯉 封 均 ヰ離 殿
(車

令■ 2 年 3 )1 90日

磯側

“

 冊岡県立静 Wがん

IP.l ち 手半付
'た

者 がん所属,H充1粧 1判長

氏 4
次の職真の令■元年度厚生労助科宇研究輩の調査研究における 愉理fr杢状況及び利益相反

ては以 ドのとお りです。

1 研究事業名 がん対策推進結合研究事業

2 サF究似題名 思本lH LL年成人 (AYA)世代がんは者の包括的ケア程供 ll制のHF築に関する研究 はい0

がん対策――n7t ooぃ

3 研究者名  (所 Fn卸局 職名) 小児科 部史

(氏名 ラ リカす) 布 口 袴二 イシダ ユウジ

4 倫コ審査の状lmL

弦当‖ゆすT

有  窯

とnて該Jがゎら切合0み,大 に,

む査市■   千査した機四 水宗在 【ンか

ヒト″″ム せ仁子材す研究に関する烙コ塙J □ 日 □ □

遺伝子市万年配床Hr■に Jするヽ

“

| □ 日 □ □

人■対姿とするに■ス研究に四十あ術型市在,(=) □ 日 □ 口

厚生才初省の所■する実施機四におけち助効空峡

■の斉価に開すら述ホ付争,
□ 白 □ □

その他 核当十る命犯E指

“

卜かJhrL!氾 入すること

(指 ttlのち,|               ) □ 日 口 □

(ヽ )当 i新究者が当i4fF究 を■にすると当t″ 出す■‐さ布41自0いこ円す
`n4分

H全の打i"市ルでいる切令  ヽ十ittfュ J =チェン
クし―fr■ ■(i査れ

"i■
tか,Tしていとい既合は 「本市と,(■ iァ クすること

その他 (特記J項 )

(X2)■行■に切4i その■由を■ゆすること

(イ3)充 Ln'の 「な■rF■に阿する布江精■1,「芭卜研究にmす る布型お

“

11に コ中にする壊合 よ JiすH口 に把人■ること

5 厚生労働分」,のりF究活動における不正行為ヽの対応について

mijL術迎rkすの,証状況 受耐 日  米資iF□

6 利益 lli反 の管理

首研 郷 投問|こ お ナヽ CCIの 付J!に例す る規定の策定 れ 日 加 IJ(■の■●●そり■出 : )

肖

'碑
四にヽ するCOモ 姿員奈設置の41コ【 市 日 打 日 (aFり Ijtt iなnt,斑ぃ | )

Ч研究に年ちCO〔 についての報告 軒査の有コ〔 有 口 祥 口

“

0「●班合はそのOFI i |

rmF■にFち ●0〔 についてのお卓 笹mの有イ 有 □ 隻
)日 (有″を合は■の 本ヽ |

(留古TH) 設J,`□ に,‐ ックを人れること

合■市■■り所

「

Ⅲあ取 Jり【 t)に,■おこと



令和 2 年 LI J ′i日
厚生労働大臣

車 殿
(増J==得Ч岳

“

どう焦千11“境H言ト

所属lT究機関長

次の職j4の令和元年度厚生労働科朝 究費の調帥 1究における

ては以下のとおりです

1 研究事業名 が六′対策推推総合rr究車業

2 研究課題名 R本
'B若

年蔵大 (AYA)世代がん点者の包括的ケア提供体制の構築に閲する研究 (H80-

がん対策―一般 00D

S 研究者名  (Fr属科
`偏

 陀名) 原爆放射線直科 rfrr究所 教授

機関名 日立大学法人広

暇 名 学長

氏 ち 幽智 光夫

倫J推査状況及び利益抱

(氏名 フリガナ) 一戸 辰夫 匂里
=生

主呈ととD

(X)Jtt」T究者わ`当骸rT4を支にするに当たり担すすへ nヽ辺綺■ t四する冷辺ヨF宮り軒iわ【まんでいるIII合は 「軒i"ユJに,ェ ッ
クし一部

=レ
くは全部のをと″売ヤしていないわヽは 「京電支Jに,ェ ックすること

その他 (特記事項)

(Xい 末年査にり合は その空向tr向IEす●こと
(Xゆ れ止前の rF■ lr究に関すぅ布迎指

“

Jヽ 「題Ⅲ研寛lt回する拒ヨ lrttrJ【笠抵する判合は 当ま,日 にlt入すること

5 厚 生労働 分 野 の研 究括 rulに お け る不 正行 為 へ の対 応 につ いて

4 倫理審合の状況

該当社ゆi無

■  栞

と配で骸当がある期右の本記入 いゎ

呼査析み   毎査した機関 末年査 (xい

ヒトタンと 遭伝子解析研究に関する0■指針 ロ   ロ □ □

遺伝子浩演年威床rLに関する指C, □   口 ロ □

人を対ヨとするに学系

'1究

に円する倫型常付 憾い □   口 □ □

,■
"紛

行の所着する実施機関における勤拐実験

等の実施に関する基本指針
ロ   ロ ロ □

その他 磁当する綸聖指
"|が

あれば配入すること

(お費卜のIn打 :               ) □   口 □ 日

研究lt型萩育0貿lF状況 受れ 口  末受lF口

6 利格相反の管理

肖研究礎 HIにヽけるCOモ の算型に関する規定0策定 有 日 無 □ (40い 合はそり理由 , )

当研究機関tおけるCOI委員会設置め44策 有 口 無 □ (打0,合は至aCi較円| )

当W究に係るCOIについての親吉 詩査め有無 i ロ 煮 □ (無の IFヽ はそのコ芭 : )

当研究 t係 るC01についての指ヽ 管コの有無 41 無 )□ Eて,0線ヽ よtの内キ 【

(留章IH)  弦
=す

る□t,と ックを入れること

,■研究者の

"晨
する贈四り,ヽF成する■と



令f口 2 年 3 月 27 日
厚■労働大臣

判 ■圭モ豪現線導幹4判摯嘉噂羊 FR
(1車鞠牛は巨宗科学悦装■

機関名

所属01鍋投問長 職 名

氏 名

より粗貝の令■元年度厚■労価科学研究空の前奇研究における 倫コ千脊4Fb↓及び利
については以下のとおりで丸

1 研究事業名 がん対斑lt進終合IT究事業

,1究課題/● 思春翔 十年成人 (AYA)世代かん8古の包括的ケア推供体制の構築に関する研究

“

60がん対搬―一般 00)

学校法人聖路カコ[‖

牛 長

3 研究者名 叫階加 ]際府|, 小児卜|(所属部局 職名) 医反

(氏名 ,リ カす)

4 愉理希査の状況

該J把:の有常

有  I

左tt桜当|【 ある増合のみ■人 はい

む奇済み   挙査したII W ■話ILは,

ヒト″′ム 遺伝子解析研究に四十を輸理指針 □ 日 □ □

道fFiお求守断床

",充

に四する柿使| □ 日 □ □

人を対奈と十ちにキス研究に四する怖迎指flヽo □ 日 ロ □

ピ
'労

働■の市すする実施r4四 における動幼宴残

今の東北に阿する基本指針
□ 日 □ ロ

そのu 腋当すと術理指
"れ

【あれ !記入すち
=と

(指‖の名い ,               ) □ 日 □ □

(イ け 当r"十究ib｀ 当rrfF■ど東植するに■た

"連
す十末ざm迎

=,に
阿する命■をA合つ

"■
,(i"ているJ合 よ 「軒古i″J と,=ッ

クし―奇者じ(■全打の志とお(iTし ていない対

`i F京
市
=Jに

チェァクすること

そ の他 (付記事 項 )

(X2)京専五にjI● よ その■市を

“

Slすること

(X3)●加 ● 1資■研式 と囚する爺型市■1ヽ 「厳r"F究
=四

する俗Wlh打1に把mfる a合 1 当私、日に■スすること

5 厚生方的分野の研究活動における不正行為への対応について

研究命理敦すr71受 [F状

"
受[F●  来受証 □

6 利益相反の管地」

Ⅲ女■,40にテ=フ クを入れるiと

ケ担

"穴
fり所はする機ltlの

=t,市
立すること

当冊氏機開 とヽ すヽ COIの付却に関する続tの策定 右 コ 察 □(部の場■エイのイ百1 )

当研究機口にお,る●OI=員会設置り

“

″【 イi コ 康 口 (蕉のほ■ Ⅲ妥It九磯 」: )

J研究に

“

るCO【 についての4Hキ 材査の■無 行 コ 無 日 (無 め顧合 i="辺 rII )

当研 究に作 るCO「 についての怖導 管理り■無 i □ 無 )日 (llめおさ |その なヽ |

イロ者▼■)



令和 2午 3月 27 El
厚生労tFlj大 臣

業 璃 系 郷 蔽 ネ 鯛 即 知 姑 卜 殿
(車

機関名  同立大学法人

職 名 字長

氏  名 塩日 消

次の賊員の令和元1:度厚生労働科学,I究投の間査1研究 こおける 倫lI審査状況及び利益オ

ては以下のとおりです

1 研究事業名 かん対災4LIE結合rr究事業

■,究淑題名 思春鮒 若1!成人 (AYA)世代がん患者の包括的ケア提供体‖Jの ltl築に関するけF究 (H30-

打4ん対策一一般 001)

3 研究者名  (所属‖り寸 1鮎名) 滋賀医科大学 医学 Hr 助戦

【々ドト大←

所属研究機関長

(氏名 フリガナ)   河合 Hl紀  カワイユキ

愉州審在の状況

l■ 当JO有終

有  無

と記でま」がある収合のみ,入 (x巾

持有済み   林 llした紙四 末者合 xど】

ヒトタクム は伝子解lFr研究に関iち白コlL針 □ 日 ロ E

慧
=子

消家等購求打十究に関するお

“

| □ 日 ロ E

人をtl奈 とする医学ス研究に四する倫型脩引 (束o □ ● ロ ロ

厚■労働

“

のアIAする実加破門における幼切宴環

キの実施に閃すt3J水信,ト

□ ● □ □

その他 弦当する術四r旨 1,がぁ1・ は4t入すること

(■ rio名称 |             ) 日 口 □ □

(Xい まヽⅢrtti"■ 44打

"を

■れすろ
=当

たりにすすヽさ,P41酌卜に如すろ町■じ 合ヽめ態玉わt済

"て
いうJ合は 「をさ市ユ)にチェッ

クし―m十しくは全詢の章
=力`irし

てぃない■令rl「末年査Jt,ニ ックすること

その他 (特記事項)

(X3)水打査t,台↓ ■の型出をfttiう こと

(XD ttL市 ,の rr■ l「坑 こ田する命型市打Jヽ 「威床ml■に田すin型脩

“

JにコIれする 0令 十 ■1交,nにせ大すること

5 原生労働分野のrl究活rlにおける不正行為への対lLに ついて

,1■命■取●の受祉よ庇 受お 日  末受,「 □

利イに相反の甘 l■

J研究機関におけるCOIの行■にrlす A規定の策定 布 日 X□ (打o口ヽまその即ji
)

当fT究機田にヽりヽCO!芸rt会設置の,pr 打 日 符 □ (駈04介成喜に々 磁四十 |

当W究に転 るCOIに ついて0縦Ⅲ 毎査0■無 i E 無 ● (来OH合 よモOPIい
| )

当研究 にFる CO「 について0■尊 官口0●無 i □ 無 )日 (有n"合 まモめ内ど |

(″意

“

,い ,夕 Jする□に,ュ ックを入れること

,担
"■

どう所ほすろ硬はりとヽ十氏すること



令和 2 年 3 サ1 81
厚■労II大 臣

報 い 軽 培 融 半 卿 暇 鞠 薙 挙 殿
(日車

機関名

所属fr究機関長 5L 名

氏 各

次の城員の令和元年度厚年労nl科 学J「究茸の加査研究における 倫理審査状況及び利益相反

ては以 ドのとおりです

1 和F究事業名 がん/1策推進結合研究事業

2 fJi究課FIB名  思剰  若午成ム (AYA)世代がんは者の包括的ケアfEIL体市1の構築に関する研究 (H30-

がん対策―一校 000

3 ,「究者名  (PT屈部局 帖名) 小児がんセ ンター 市【液‖ほ海料医長

同立研究開発法人
日立成育に刺 Fラ

(氏名 フリガナ) お谷 千盟子 キヨタニ チカコ

4 術J!fF査の状)t

核当+1の有無

打  【

左化て,当んてあな舛令のユ;E入 【Xい

林査流み   な査した瞭W 末I査 【x〕

ヒトタクム 遺伝子解i研究に閃する命理,=,ト □ 日 コ コ

道に ,い水tFf町床pr究に門する!'1 □ 日 コ 日

人を対京とするにヤスfT究に四する俗コ析
=(束

ol □ 日 ロ ロ

,■シい十り

"皆
する空施職 即こおする町47■な

今ゆ真航にNす A基本4岸封
□ 日 E □

モリ■ 伊当する倫コ中ヨ封んrぁ11ば記入すること

(付コリ名Fl l               ) □ 日 El □

(XⅢ 当桜,■■がヽ稼

“

究セ■にするに trた ,ほ■十ヽどい空t"t"す る侑口本tt合の研iカイホんでいちⅢAは 「軒11済ユJ(チ ェッ
,し―nt,し くは全印の任五う1売ヤしていないり合 よ 水を■Jに ,ニ ック十ること

そ の他 (特記 JI項 )

(X2 末年査 こ1否は そ0犯Ⅲを,枝■■こと
(X3 茂■ilの 「江,コ〔究に四十■n把[情

“

J、 「廊床的,■に国十うい■指HIJに草にする円合 よ 当を女

“

日に化入すること

5 厚生シlj分野の,i究市flに おける不並行為への対応について

研究術■敗TIの受おlAi電 貫,い コ  末貫:は □

利益相反の管理

当研究機 的にヽけるCOIの有把,に田する規定の策定 ■ 日 I□ (卜の 3介Ⅲ■り■HⅢ )

当FJl究 紙四にお十するCOI=員 会社いのイ対 ■ 日 コ【コ(本め,合 よri■はぃ | )

■W分に

“

ちCOモ についての部
= 

ヤ査の有打 有 日 イ ロ (■ oIH今は■の日Ⅲ )

ヽす十分に

“

ちCO【 iつ いてり指導 笹皿の有イ 有 □ 旬〔
)日 (有0,ヽ まモのⅢ草

,点 Ⅲする□ t,Iッ タを大れること

'1旦"4イ
リ所にするに印0工も,なすること

(切志iコ )



令和 2 年 3 】 21  は
厚生労働大E

中 殴
(車

脱 拓 代衣収称伐社長

氏 各 桜井 なおみ

次の聴Rの令抑元年度厚生労働科学研究費の前rt研究における l裡符荘状況攻び利益相反4

ては以下のとお りで,■

[ 研究事業4 かん対供rF進結合研究与

がん

"1策

― 現空 oo n

3 研究者名  (Pl孤 況局 r略 )

2 研究練題名 思本期 者牛成人 (AYA)frf〔がん愚村の包括的ケア提供体制の科奥に関す る研究 0いo

所属Tl先触門長

代表取締役社長

機関名 キャンサー タ
"J―

ツ■ンズ

“

ヽ■L

(氏名 フリ

"ナ
) 桜 ll なおみ |'ク ライ ナオミ)

4 倫理軒査の状況

ま当社の市無

i  I

た記ヤと 当を`あろ埠なの■記入 (ま い

帯苺析■   軒iした性側 末年五 ぃ o

し 卜″ ′去 遺伝子解析

",■

にWすな倫理市
=|

ロ ● □ □

道lr,浩索■断床研究にff9す る指立ト □ 日 □ □

人 を打F空 と十ち医学ネ研究に四十る綸理お‖ い
"

□ E □ □

,生
"勧

有の所祈する東括殺岡 とお する助勅東醸

年の実施に内する室水指,ト
□ 口 □ □

その他 按当する倫型希

'卜

があれ
=iス

十らこと

(市 1卜の名打 【               ) □ ■ ロ 口

(イ い 当lfコ京■
"当

藤皿京 ■々れするに当たりせすす末
=侑

空ヤロ1こ四する侑型
=H本

のJi力 正方ていう,合 i「寄狂古ユJに,iフ
″し一コをしく!た詢0部i"■ 7し ていイ|い町今|卜  r■■

=Jに
,=′ ″すること

その他 い 記事項)

てX2)■ Fit燿ヽ ま tの空市イi張すること
てX"FLit″ 「々 与皿itFtす る侮0■コJⅢ 「困京研★ twするいFltF劇 J こね的 4昭今ま 当転五日に■大すること

S 厚生労価分野の研究店Ilに おける不 に行為への対Itについて

研究ぬ理故すの受itt■■ 宮:F8  来受:ド ロ

利益神反の管理

当

"榊
側にお するC01り 管理に四す る規定り策定 ■ コ 疑 □ て

“

め眼台 iそう型II‐ )

当DF究機rPlにおけるCOけ F全確置の有窯 有 コ 窯 □ (■●潟■ ■吾荘オ拒四 : )

当,「 ■によるCO【 についての郎■ 軍査r7i軒 石 コ 築 口 い り,査 ■そり■西 | )

当0'■に係る●01についての指ネ 庁理の有無 有 □ 虹
ヽ )日 (■り々合 Ⅲその内を i

誠当する□に
'=′

″を人れること

すれ所■
=0所

H+4松 Hめ■もmIすること

(竹 草

““

)



令本口  2  年   3

,生労 Jl大 臣
キ 嶋 宅 鶏 譲 革 牌 却 第 難 羊 】貨
(熙当照迎期詐吟新芸■

所属,端 門長

次の職員の令和元年度口■労働科学研究世の耐ヽ研究における

ては以下のとお りで

'■
1 研究事業ち がん対策推進絡令Ill究Ⅲ米

研究祉題名 思本却 岩均武人(Alt AI L低 がん魚者の包培|も ケアPL供体市!の冊突に関する研究 180

がん対策―一般 001)

3 〕i究者名  研 た部局 職名) コ`ん終合診状センター雰口原 llF壕内科 』センター景イ壇長

(氏4 フリガウ〕 清水 千住子  (シ ミズ チ
"])

機晰  国十研究開発
日立日際に療

川 名 型車景

氏 名
― 囲上 典宏

倫理話It状況及び本J林オ

4 倫理離沓の状況

iF当 社の■)に

有  軍

を化では当″ヽある46の■配入 中 巾

ホ奇市み   杯五した機門 末軒ヽ はい

r卜 ,′ ■ 出 iャヵl析DF究に働す る術型市針 □ 日 □ 口

避伝ヤお渡年廊床研究に阿する指コ ロ 日 □ □

人を対翌どする医学ネ研究に四する倫理ntril xⅢ □ 日 □ B

,■労働■の所付する真紅松門におⅢる町効表取
■の■紅に四十ると水trt

口 日 □ ロ

そりに 骸却 る脩型打針方われ it入十ること

〔hmり 4れⅢ              ) □ 日 □ ロ

(Xl)当 L■切F筑ヤ″`当核

"F坑

を実施するに当たり道すす本吉侑コ!市 FⅢと中す
″し一部■しく|ヽ今部の■ヽか■ アしていイヽい,ハ 1ヽ  イ■■正J こ,J

その他 (特記す項)

うにコrョ H全の

'i"Ⅲ"ル
でいる

"村
卜「印iltr4Jに ,=ッ

ンク■4こ と

(イ2)ネ害五に,な 工 その■市を紅車するとを
(X3)充■11の rr■五坑 とmすろ布理市■1ャ「広に,F坑にmすち侑ヨ、すIJ とT祖十■■●は 当は■日とに大すること

5 厚生労lJ分野の研究活動における不(行為への対応について

利益相反の管理

当研究楼「jFにお するCOI●せ型に四する規定の家定 右 日 Ⅲ □ (軍り,“ 1■のコbl )

」

",■

接四におけるCOI委 員会泄置のイi無 イ1 日

“

0(茉め鞭合Ⅲ,(■騒田‐ )

4研究に係ち●01についての部告 杯査の有4 有 日 無 口 (率の題Siその型は | )

■研究に係ち●01についてのお革 惜理の有■ 有 ロ 征
)● (■のな合Ⅲその内容 i

(fltlF五 十 は当する口にす■ックを入れるとを

分lnIT究者●印属する拒日OF1lHヤすること



厚FLttfl大臣
■酔用車部革窃蜂荏糾発昂局―殿
(申 礎医環科→境表

・               機関

“所属り「究機関長 成 名

氏 名

次の職員の令f口 元年度爆年労働科←研究世の削査研究における

ては以下のとおりです

令和 2 年 4 月 l H

究センター同立和|

理事長

中釜

1 研究事業名 中

2 1T究離題名 思春刈 七年成人 (AYA)世代がん魚者の包格的ケア 側の構築に る冊

中

3 ,「究者名 (所属部局 職名) Ⅲ囚 + 外来医長血液 ほ

フリガナ) 木 達也 スズキ タ ツ

(Xけ ■印 十究i"1当 ,知れを欠拓するにJた りほ寸十ヽどn電

“

,1に四する0電AF合の言
="涼

ちでいと町●は 「寄
=市

ユJ tチェッ

クし―師帝しくは全mo章査

"【

亮7していない颯↑ ま 「
■■■Jに

'エ
ックすとこと

その他 (特記事項)

4 術理想査の状況

核J牲り有【

43  率

と|せ でヤ事打いる域合のみ把入

“

xⅢ

審査消み   軒なした機関 末i査 い 〕

ヒトタクム 進伝子保析研究t四する結型指針 ロ   コ □
日

湖 云子卜療争臨末研究に四する48受 , □   口 コ □

人を対奈とするに4来研究に関する 1陛析‖ (水 S) □   口 □ □

凛上

"勧
資の所行する実施強四にヽける動物実強

尊の実施 t閃する基本FFvl,
ロ   コ □ 0

ヤ0他 |え当する怖型指針打rこれば

"入
すること

(指,の■打 :               ) □   ● ● □

(X2)束喜査に■● ま モの理由を2Hすること

てヽ 3)茂■仙の「

'■
ⅢF究

=回
す
=い

理1盲コJヽ 「廊床研究に的すろ命型桁

“

Jに革伸 ■■ヽ ま J弦

“

Hにrt人すること

5 FE生労働分野の研究活動における不正行れへの対応について

2ェ‖口  末安Fは □研究命■取育の受llIP況

6 利益相反の管理

当研究機関における0010奮 ■に関する規定の策定 打 日 X□ (まの爆■
'そ

の理U )

当pr究横田にヽけるC01宏員会縦磁のi無 有 ロ 窯 □(4EoH合 はョ託

'検
町 )

当研究に孫るCOIに ついての報告 無■のi無 有 日 X□ て

“

の単合はその■ば: 〕

当研究に係るCOIについてり■尊 笹型の有軒 有 □ )無 ● (■0など まその内容 :

(■定す
jJ)  桜当す4□ に,ェ ックを大

“

ること

少担

"空
す0所ほする機コの,も F成す■こと



2020115月 20日
戦

所屈研究控閃長

次の取員の令和元年度厚生労lllド1学fI先挫の調査rll究における 倫理審査状況及び和

ては以下のとおりです

2 研究貫R題名 忠布畑 若年成人 (AF付 世1ヽ力4んはその包jF的ケア提|(体制の構築にPgす る研究

(氏名 フリガす)鈴木 直 スズキ ナオ

(XⅢ Hま ,究I打■核Ⅲr資を東肛するにヽたりおヤすべ
=n■

■■に珂する命型言F容の手査わ【済んている OS'|「寄五五,Jに ,ェ ッ
クし―AFiし く ,ヽlFO年す

"■
7してiヤ tiヽ 4■は 「メ打す」 こチ【ックすること

その他 (符記事項)

(X2)末年室に■■ ま 【0四 mを 把鞭すとこと

(Xl)た■市の「■,何 4モ
"す

る侑F官チJや 「取■,■に円す4も理,自,1 に単対するい0ま Ⅲ,す■日に■入すること

5 厚生

"働
分野の研究活動における不止行わへのtl応について

機関名 聖マリア

hl 名 キ長

氏 名 北
" lgl

按当

“

り有ヤ

有  Ⅲ

を記てま当がある増合のみ■入 は
"

キ本流み   拝奇した績側 末著鯨 xり

ヒト′クム 遺慎予解lFr研究にN'ち冷コta □ □ D □

遺〔十市宏4酎床,【究 に田す る1,11 □ □ □ □

人t対■とする医学系研究に関する倫コ指

“

(ィD □ □ □ □

,■
"m有

り所4する実施績四にヽ1)る Il均実取

尊め実施に四する
=水

指1,
コ 曰 □ □

モlrl他  1夕 当すろ術型4,11カ
'あ

れ十輸 入すること

(■ 11り 名所 :               ) E ロ □ □

,f究怖理教すの受|は■■ 受4rt Z  末受 1は □

刊4格相反の管理

J研究機 Nにヽ十1ち COIの行犯t四する脱定の策定 打 日 打 □ (無りⅢ■はそのコbi )

当研究機関にヽするC01害員会設Rり布無 打 □ 4hE□ (無り,、は書託々鞭円 | )

肖
"究

にFろ COIについて
"IF■

 き査りヽ【 有 □ 無 口 (無0四
`ま =め

迎Ⅲ I )

肖研究に44る COIに ついての指革 富Tり有終 有 □ 芝
)□ (有の

“
=ま

モ0内誉

(口志in) まJする□trェ ックを入れること

す担lT"をの所腐する機的め,こF代すZヽ ど



Fg生労lll大臣
却  

〔キ医率提洋球解浮割 1筆 殿
(t]車

3 研究者名 (

機関名 国立研

所属研究機関長 取 名 P世事長

氏 名 中奪

令和 2 年 1 月 l tl

究センター

印

ては以下のとおりです

1 ,「究事業名 がん対果推進結合研究事棄                    ________

次の職員の令和元年度厚生労働科学研究賞の調査研究における 愉■J暮査

2 1所究訳題名 息春瑚 若年蔵人 (AYA)世代がんは者の ケ,提供体側の構築に関する!↓「究 (150-

がん対境―一般 00,

管理につい

(氏名 フリガナ) 高d 智子 タカヤ マ トモヨ

る侑産雲n誉o軒宝
"括

iている 0合 よ 「帝と拡,Jに ,ェ ッ

夕し-11を しくよ全師0年■,売 rしてぃ1.い出合は 「来riJ tチェックすること

その他 (特記事頑)

4 倫理需合の状況

It当 社り■照

有  無

左 Eヽて核当力(あ う場合tjみ■入 に,

孝Ft済み   な査した機関 ■再査 (x,

ヒトタンム 遣ほ子艇ヤW究に関する命埋18享 | ロ   ロ □ U

世ム子ヽ技+既k研究にNする泊,十 □   ■ □ □

人を■4とするに■
‐
|‖究に田する倫コ指I(xl) ロ   ロ 口 □

F4"崩tの所官す0安俺柏間における町効宍較

今め実価に田するエネ指針      _
□   日 □ □

その他 献当すち臨型指確|があればれ入すちこと

(4口 打の名椰 |             )
ロ   ロ □ ロ

てX"水 行きに4● II その霞コセ化ますねこと

(ヤD売 [前め i在■rJI究にはコ■給口布

"Jや

「臨京lH々 t四するn壇情窪IJ こ‖出するは合は 当藤コ日に■入■■こと

5 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

貿お 口  来受祉 □,f究怖聖教市の受をい状批

6 和益郷反の昔J

当研究眼町におけるCOIの
“

型に関する対定り策定 ■ ロ 森 □ (来め四合はその四J31 )

当冊究機関にお,る 00【 委員会設置の有軍 有 日 無 口 (寓の町合 lt岳托比霞回 i )

当研究に係るCOIについて0年付 著有の有率 , 口 無 口 (無OHF■ よiの理由 |
)

当

"究
に係ちCOIについての指導 栄聖の有Ⅲ 有 ロ )無 口 (■ 0月ヽはモrl内な !

(留驚JI■)  核Jする□に,■ ックを入Ⅲうこと

方ね研究iO所腐する機四頒 t■ IItすうこと



令II1 2年  3月  18日

厚生労働大臣  殴

所属研究機関長

機関名 大阪市立結合医

rrt 名 拐|●L長

氏 名 桃藤 仲‐t

次のIt員 の令和 元1!度厚生労働科学研究費の前合研究における 倫理需合状況及び利益

いては以下のとlDり です

1 研究事業名 がん対策推進総 g lT究事業

2 研究謀穆名 R春舶 若年成人(AYAヽ 世代がん点者のrl格的ケア標 lltt ltの 柚犯に関す叡 T先

3 和:究者名  (所属部局 取名)緩和医療科 部長

(氏名 フリカナ)多日経 竜平 タタラ リョウヘイ

4 倫理器査の状況

核当社のな茶

■  R

と記■舷当/Jtあ ない合のあIE人 て【け

再査rみ   寄査 した醍四 大手査 (x"

セトケ′ム 世FF子師,コ,F究に四するmttl11, □   日 □ □

直伝子結城年離rF研究に関すち|ま針 □   日 □ □

人を対4とす るにヤス研究に側す る臨型対濃|いい □   日 □ □

'■"初
台の所官する女滝機関における助初宍強

年の空価にrrsす ると本埼J
□   日 □ □

その他 核当する倫聖精室があれば把入すること

(析4り名打 :               ) □   日 白 白

(X"JまrT,■ゎ【当ま研究を穴価するに当た0連 ,すべま侑ヨサヤと1に四する脩理AH全●軒才
"】

んていわ4ヽ ま 「干ヽが,Jに ,こ ッ
クし一ar岩 しくは,1「0年ヤ,,7レていない

"■

は 「末■iJにチェックすること

その他 (特記事項)

(X′)メ態とにな●は その理巾壱把報す4こ と
(X↓)西■術0暖 ■■■■いするh壇指ヨFサ ■ 略 rn■■wする布辺情劇J こ型肛する掲合は ■

“

コ自にに入するとを

5 1P生労 Tl分4Fの研 究活動 における不正行為への対応 について

研究楠甲織吉り2i「 lF枕 受莉 日  米,i作 □

利益ll反 の管理

当研究磯四におけろCOモ のど聖にHgする却定の東定 打 ■ 打 0(束 0円合はその型付 )

曽打剣技tlにおけるCOI委■套挫世ゆ有打 有 日 丼 □ (■の現合 ま驚

“

■強い | )

当研究に係ちCOIについての報告 需在の有無 有 日 虹
ヽ

)

当研究に係占COIについての指tr 行取の有X 有 □ 虹
一

)日 (■り既● まiの内ド :

(コ軍J!力)  桜■する口に,■ ックを大ヽ■[■

少■研究
=の

所属する機円のヱヽ十成すること



厚生労働大E

"戯(車

令和 2 年 3 Л 27 日

国立病院機‖ 九州|い

院長

機関る

PF阿加劣J戦門点 R・ 名

次の職員の今和元年度厚li労働科■研究典の前査研究における 倫理籍査状洸及び利益相反半

氏 名 ―    藤 也寸志

ては以下のとお りです

がん対策―一般 00い

3 ,,先者る  (所泥部局 TA略) 対立病開機構 九州|がルセンター 騨U憤科剤r

l11!需査の状況

伊」性の布Ⅲ【

●  軍

と化て:夕 当卜ある場合の■■人 は,

寄査市74   需査した挫四 末軒Iぃ J

ヒト″″ム せ伝,M"研究にIFlす る倫コ指1 □ ■ □ □

せな子市ド年幅床研たとW十ろ市■ □ 日 □ □

スを打4とするに■ヌ,F■に四する愉型‖官,け3) 由 日 □ □

,4労価行のPF4f十ち英位機 的におけち助幼空張

ヽの
=冠

に四十ると本Ⅲ針
□ 日 □ □

そのせ 核当十るmコユ帝針があれば■人すること

(指■のあ

“

|               ) □ 日 □ □

てI11)Ji交可江イトJ iyfT焚 を■症するにJt,H■■ (き 布PLヽどに如■
`怖

Jない全のni'市ルでいる

"AII「
rifユ J と,ェ ン

″し‐lHヽ して工0前の対
=″

売子していた1車吉よ 「■やコ向 iこ ユ ″ク十るこど

その他 (特記事項)

(X2)本Tとに

"台
i その型14を nE“すること

(来3)正 IⅢの「r'rr・Eに 判する命型ヽコ11や I廊内て研究に引する布型ヽコ的 【こコ中にす●順合 i Hi々

“

日に値八すること

5 サ■■ケ側分野の切F究活動における不正行為への対応について

研究ち配畝市の支:によ″ 資前 日  米受iF□

● 利益11反 の管理

」OF抑掟倒 ●お するCOIの ■型 手円する規定のオ〔 i 日 平 口 (Iり,な口その■市 : )

当

"帆
い門における00t会 rA4投世の有無 i 日 軒 口 (打り場合 i41[■ は t41

)

当研■にlfる C01についての

“

告 存在の有章

当柾jLに係るC01についての■ホ ‖rrの有窯 中一　中

□いに,理合 よ■の■■|                    |

日 い の壊ヽ 1イの内
=:                 )

(WiClr煎 ) は当十■Dに■ェックをムれること

分11師ヽすの所F十
`紅

四●J=`Ⅲ〕■すること



厚生労働大臣
キ 到 軽 熟 強 串 脚 却 菊 幕 掌 殿
帥 車

令和  2年  3月  30に |

機関ち 独立行政法人日立
ち古屋医療センタ

職 名  lJE長

氏 ち

所属,F究機関に

次の職員の命和元年度厚生お駈科学研究費の前介研究における 倫理審査状況及びlJ益相反!

ては以下のとお りです

1 研究事業4 _がん束lalltA F格
‐fl究革米

2 rJl究課題名  は本j嘲 若年成人 (AYAた 世代がん愚者の包新的ケア提供体制の構築に関するrT究

3 研究者名  (所属部局 職名) 臨床り「究センター   上席研究F4

(氏名 フリガサ中 踊却 敬三   ホ,本 タィアゥ

4 倫理軒益の状況

ま II社 の有打

i  r

とれて該旨力`あら場合●み記入 ,い

芯査市み   需Iした段開 末市査 ぃo

ヒトすノム 遺l_inv“切F究に阿する結型指費| □   日 □ ロ

遺伝子お凍守魅床研究にnlnす る指すi □   日 ロ □

人を対夕とするに■イコ,■に四する補IP指針 は, □   日 ロ □

IP生オ鋤

“

の所すする実施梅いにヽ する動わ実酵

年の■地に四する基本市FI
□   日 □ □

その他 弦当十■Ir却指針があれば記入すること

(指針の名打 :               ) 0  日 ロ ロ

(米 い 当に研姉 Jl交研究を表施するこヽ たりtrt」 (ヽ 市壇指すⅢこ四する布理公n■o部を】ITルているお合は 「軒■涼″Jに
'=ッ″じ一コをしてよ杢コの章i"ヽ党Tしていないな合i「末研■J こ■‐″″■ろこと

その他 (特記如

イX2)オ打
=こ

班合は イの電Hを■車すること
イXい にL前の 中マキ亜■にFlする命理侑■1や 「臨ボ研究こ田する布型指■1に抑江する期奇↓ J藤■自■■大すること

5 厚生労仙分野の研究活Ejにおける不正行為への対応について

研究崎型歓古の受祉 lF班 貿談 日  本史机 □

6 利益1円反の竹pI

当Ⅲ配 府門におけヽCOIの付烈に四する規tO舞[ i 日 無 )

当研究機関にヽ するCOI=員 会設置り41無 i 日 ⅢⅢ□ (4の■41多 lr均震四 : )

■

"'発

にl■ る●01についての報告 普すの有1( f 日

“

日 (■の観合 Ftその■b )

当研究に年るCOIについての指ち 督型0す無 i □ 無 )日 (■の理合 よtの内さ i

“

密意■■)  核当す●□にアェクタを入れること

か■研究イの所属する綬 IIの ,も FFするこ
=



厚生労ll大 ユ

帥 鞠 方ユ 殿
(車

令和 2 年 3 Л 31

機関名  ロホ歯科大,

HI名 学 よ所属研剣機関長

氏 名 ―

次の服真の令和元年度厚生労ll科学研究輩の調査研究における 倫理拝れ状llt及び利益

ては以下のとおりです

1 研究

“

業名 がん対策推進維合研究事業

かん対策――莉安o01)

3 サ「究者名  (所ほ音Ⅲ局 職名 )

2 研究献題名 思不湖 若年成人 (AYA)|!代 がんは者の包格的ケア裡快体和の構空こ凹する研究

“

●0

(氏を フリガ
',

前 」 美穂 (マ エグ ミホ)

4 倫型幕斉の状況

1イ 当社●■■

■  打

■■て弦当方ヽある場令の■記入 (x中

杯
=市

ネ   需たした機関 末軍査 は,

ヒト
'ノ

ム 道仁十ⅢⅢ「研究に回する合J指1 □ 日 □ □

道信子活嫌尊感床研究に関する指

“

, □ 日 □ □

人を打4とするに■承FT■に問する命理ⅢI'(xo □ 日 □ □

,生労働省の所付する次怖機関とおける助効夕酸
年の実拒 に田す る基本加 ,々

口 日 □ 0

その他 該Jする術型持■お`あれば■入すること

(指多ゆ る打 |             ) □ 日 □ □

(米 い コ弦正期 Ji友可充を実五十るとJた り遭■すべさm■市oⅢこ円する府コよユ今り章■力をぉⅢてぃる理合 よ 「lIIよ″Jに,ェ ッ
クし―納オして14」 のやヽル党′していA卜塚合は 「水章■1に ,=ッ クすちこと

その他 (特記事項)

(Xど)オ Iコ出こ距■工 ■の型向を■IFするこど
(X3)IF前り |々

''■
に四する布担!柿Jl,「取的 F究に四する幅コJ,4J コ 虻する塚介は 当濠五HにtAすること

5 厚 生 労 ll分野 の研 究活
glに

お け る不正 行 /bへの対応 につ い て

研究奇迎数十の受iいはエ 空 i苺 口  大受経 □

6 利益‖反の管理

当研究ほ関にお するCOIの奇理にl■lす る規tり策定 有 ロ 常 日 (■●LI合 よそのJIIrt i )

当0,究機四にお する001=員 会設置の■J( 有 ロ 章 □ (■の班合 よAnt如技四十 )

■■■に作る●01についての報
= 

離登の有J【 有 ● ■ □ 1す |の電否 よ■のμ向 | )

当研究に孫るC01についての指S 常却のキ

"(

有 □ )に 日 (■●現介 ■tの内奈

(PFi環 ) 核当す0日 にアェククを大れること

,■何充ヤの所
「

する績内のヱ mヽせするこI



機関名

所属研究機関長 捕 打

】り)●  年 /11 JO日

ロユ大学拡大大医大
人告l・.医学蕉研卯

氏

't茶
井 其

次の職員の令和元年度厚生労働科学研究費の調査研究における 愉理帯企状況及び利益相反件
"嘱ては以下のとおりです

1 研究事業4   厚生労削科学研究費鮒助牟 (がん対策推進lt合研究■業)

,院純題名

前先者4

(氏名 フリ

"す
) ミヨシ

は本湖 若年成人 (AVA)世代がんさをっ包指的ケア提供作1刊 の構築に関するOF究

末解決をヤ末″打たオ|
(所嵐ヤF庄 畦D____Jttfl_埜坐授

三せ陽 r 」2ヨ

倫理希IEの状況

議J性の41年

打  妊

4記(は当力ⅢⅢち境合の■■入 【xぃ

杯i済み   市五した機門 末守査 ,り

|ト タンム 道F子解析 ,「 究|こ 」する術型打|| □ 日 □ □

進■子卜環亭幅床

"F究

にP41す る折針 □ コ コ □

人を打

“

とするE■孫コF■に印するぬコ指■ 像D □ ■ コ □

"生"的
■0所宙十ろ京地AL的にお,ろ効

“

り民畷
車の空IEにはするII■指ll

ロ ロ □ □

そのに 弦当する倫型七年|が あれば記入すること

(指官|の4t lt i               ) □ ■ □ □

(ヽ 1)Jに正■ヤが当lk工■を■Huするに当た,こすすX=rr型

"■
とWす●硲辺吾員会の奇とが市ルていこ

"台
ば 「市狂市ユJにチェッ

クし―nオ し(↓合コの言所ち`克Tしてiすい切奇工 「ネ4=Jに
'■

ンタす0こ と

その他 (付記 ttllll)

(X2)本

“

iこ域合 ! その理Ⅲ
=■

紅■ること

(X2 に■市の r,■正tt田する0理ⅢllJヽ 【ほ京I■ こmする付空Ⅲ■J tr紅する,Ai 当法r● に立スす■こと

5 厚生労柳分野の研究活勁における不正行為への対応について

"F究

続型教市の受 :「状批

6 利林相反の青理

当研究捜町 tお すとCOIの倍迎にコ十る位定の策定 れ ■ 加 □ (率o壊4iその型出‐ )

当抑Fォ tr lPlに 工Ⅲる0014n会 世世の■窯 市 ■ コ( )

当,「 ■にrる COIについての部t 軒
=の

有空 )

当Ⅲ〔究に子 る001に ついての七車 す4の■年 キ □ 血
)■ (■の■否 よtのい客 i

(口付■HI  歓 Jする0こ″=′ ク
=人

4、 わこと

分

"所
兜すの所にする班 IHの ■

`「
「巾 ること



令和 2 年 3 月 31日
厚生掬勘大臣

業 裏 モ 鶏 慈 キ 躍 封 鞠 霧 羊 熾
(車

機関名

所属研究機関長 取 ち

氏 ち

次の職員の令和元年度厚生労働科学研究費のFfn査研究における 綸理審査状況及び和

ては以下のとおりです

慶知県が

結長

1 ,,究吉業名

2 研究課題名 Rホ拍 者年成人 (AYA)世代がん鳥者の包格的ケア提供体制の構鍵に関する研究 |●0

,Sん対策―一般 00,

3 研究者ち  (所風部局 恥名) 血液 細胞味f.L部 部長

(氏る フリ〃す)_山水―仁 (ヤマモト カズヒト)

(Xl)Jは研究者江当HfF筑どズほすこに当tり 出すⅢ末吉h亜
“

こ国する侑理姿員套め橋堂
"済

●ヽいる4合 工 「寄
=fユ

J こ■‐″
クし―Hnヽ しく

=全
部の下室オ定iしていlF卜場合i「末を査Jにチェックす0こ と

そ のlt(特記 事項 )

(ヤ2)末年■に4査  ヽその■巨を■取すること

(ヤ0流 lL前の rr申
「

究に同す●爺理情妊1ヽ 「蔵床研究に四する閥週脩

“

J tr拠する毎奇  ヽ 当協項目|こ化大すること

5 厚生労働分野の切i究活動における不正行為への封心について

4 倫理幕益の状況

滋当性の41無

■  縦

と何て該当かある壊合のみ記入 いい

露埜 trみ   寄査した機関 末務査 はり

Lト ケ′ム 進伝子解析研究に出すな倫理廟 ロ   ロ □ □

軸
=子

活療年配床研rtt四十ち舶針 □   日 □ □

人を対々とする2t学系研究に問する補型棺軒 はo □   日 ロ □

厚生労m省り前笹ヤる実離 四における動物実激

車の真施に関する基本指Ⅲl
□   日 □ □

その他 核当iち術理指

“

があれば犯入すること

(指 IIIの名打 |               ) □   口 □ □

研究倫型核青の受証状】 質確 ●  末貫耐 □

6 利益村1反 の管理

当al「究機四におけるCOIの官理に四する規定の策定 i 日 無 口 て無り爆合 ょ■の■由‐ |

■研ヽ機関における●0〔 妻賞会把世の有無 有 日 無 □ (無の場合 ↓みに均震四 : )

当研究に派ろCOIについての設告 審査の有坪 有 日 無 □ (無o現む よtの型高 | )

旨研究に派ろCOIについての情基 せ型の有坪 有 □ )窯 E(■つ眼● ユその内客 !

(Vほす頂)  す当する0にチェックセ入れること

分担研ヽ■の所正す■概円の,`■成すヽこと



令■ 2年 3月 31

',■
労価大臣

キ 帥      「究弗 ‐ 般
(日車

所に

''究

機関長

機関名  昭和六

職 名 学長

氏 名 次】

次の職員の今和元年度厚生弟甑科学,F究資の調査研究における 倫理幕査状況及

ては以下のとおりです

1 研究事業名 がん対策推進総合研究事業

2 rJI究榊題名 ェ京加 ■4H■人 (AYA)Lrヽ ヵヽんHiのれ賊

3 研究者4 (所 属部局 船名) 小児科 准教授

てXl)当 廠研究宮か当酸研充
=″

抵するに当たり連すす大さ命型培模に IS十 る命理2●合の特査
"】

んている葛合は 「‖主tf″Jtチェッ
クし―師■し(ユ全治的 軒衣●■7していない項A卜 味 活査Jにチ【′クすること

その他 (特 n3事項 )

氏各 フ ,ガリ, 山本 将平 ヤマモ ト ショウヘイ

4 倫理等益の状況

転当社の有イ

有  年

と■て桜当わ【ある場合の■祀入 (xD

缶査済み   軒IEし た機関 末幕
= xヵ

しトケ′ム 翻
=子

椰綿 T究に関する命聖お11 □   日 □ □

遭ほ子冶療ヽ酎FF研究に関する指針 □   日 ロ □

人を打なとするほ■訴研究に関する均割官針 体
"

□   日 □ □

"生
知助省のPFfFす る実施捜口にヽする動物真取

事の空価に関する基本市ti
ロ   ロ □ ロ

その地 綾当する術理指針卜あれば,八すること

(何宮卜のちい |              ) □   日 □ □

lX2)京妊
=に

壊合, その理b fr仰歳すらこと
(X↓)“It前の「在■所■に出するね切七コJヽ 「断京研究に印する侑麺盲軒JIこ神延する環合よ 当核

=コ
|こ lE入すること

5 厚生労Tt分野のrjF究活動における不正行為への対応について

研究倫迎核青の受能状況 費祉 日  末受話 □

6 利益和反の管理

(Wほす環〕  14■する□に,=タ ク″Aれ ,こ と

分せ研究者め所Aすこ摩口りFFも lTHすること

当研究機的における001り付迎に関する規定の策定 有 日 無 □ (11の 理ヽ まイの型百 1 )

当研究壊間にお,る COI奪員会設饉の有無 有 日 無 に (栞り編合能 IIt,4四 十 )

当研究に係■COIについての報告 審在の有1( 有 日 無 □ (4り班合成をの翌H! )

当研究に

“

る001についての指部 ど型のイ無 有 □ 無 )日 (iの顔合はイの内々 |



令和 2 年 3 月 25

厚生労 lJl大 臣 殿

所店研究機関長

次の職員の令和元年度厚■労働科宇研究●fの調査研究における

て(i以 下のとおりです

1 ,F究事業名 かん対策Jl艶結合,「究事業

ftllHち  =北 大学

Pl 名 格長

氏 名  大肝 穴

愉In筆査状llt及びコた

2 研究供鶴拓 思春期 ■年成人 (AYA)世代
"｀

んは者の包格的ケア催仕体制の柑築に関する研究

“

●0

がん対策――‐般 001)

研究者各  (所屁都局 船拓 ) 数吉学研究科 准教授

(氏名 フリガナ) 古日 沙ll ヨンダ サラン

倫型千査の状況

藤当ルの有打

右  "(
=■

て骸Jがある

"キ
の,マ人 =,

布な

'ユ
   村査 rtⅢに「

t 束杵■ けか
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